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岐阜県産業技術センター繊維部 研究成果発表会のご案内 



 岐阜県産業技術センター繊維部では、染色できるポリプロピレン（可染PP）繊維の研究開発を進め
ています。これまでに、主に3つのことを明らかにしてきました。 

  ◆ 酸性染料を使用した一般的な方法で染色堅ろう度良く染色が可能 

  ◆ 比重が0.92g/cm3と非常に軽い 

  ◆ セルロース系繊維との混用が可能（化繊協会が規定する酸化発熱試験に合格） 
 
 今回、可染PP繊維を使用した機能性インナーを開発するため、細番手（40/-）の可染PP紡績糸及び
ニット生地を試作し、各種特性の把握を行いました。 

綿側ニット組織 

合繊（可染PP or PET）側ニット組織 

【紡績糸の直径】 【紡績糸の物性】 

 可染PP紡績糸は、実用上問題の無い強
度を有する。以前試作した可染PP紡績糸
（24/-）と同様、伸度が比較的高い。U%
は、PET紡績糸、綿糸と同等。 ※ KESﾊﾝﾃﾞｨｰ圧縮試験機を使用し、一定条件下で測定 

【生地の乾燥性】   

 可染PP生地は、綿と比較して、
脱水後の水分率が低く、乾燥性
に優れる。 
※ JIS L 1096 乾燥性試験を準用。フ
ライス組織ニット生地を作製し評価。 

【着用時のドライ感】 

〇試験方法 
 生地に蒸留水を滴下し、吸水が完了した後ろ紙を設置。 
 一定時間後、ろ紙の吸水状況を観察。  ※ 独自の方法による評価 

〇評価した生地 下記の2層構造両面生地 
 生地Ａ：可染PP紡績糸と綿  生地Ｂ：PET紡績糸と綿  

＜生地Ａ＞ ＜生地Ｂ＞ 

＜生地断面図＞ 

 可染PP繊維側に滴下した水は、生地裏の綿側に速やかに拡散する。その結果、可染PP繊維はドライに
保たれ、ムレ感が少ない快適な衣服内環境を達成可能。汗冷えの低減にも有効。 
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 可染PP紡績糸は、PET紡績糸よ
り太く、ローゲージでの編成が必
要。 
※ 同番手（40/-）で比較。原綿の単糸
繊度、捲縮率、撚糸数、紡績条件はほぼ
同等。図中のエラーバーは±標準偏差 


